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出席免除会員欠 2名 MU 1名

出席報告

会員総数 出席計算に
用いた会員数

出席 出席率

24名 22名 １9名 ９0.91％

【直近プログラム内容】

5/15（水） ガバナー補佐期末訪問
   沼津柿田川RC合同例会

5/22（水）  通常例会

5/17・5/18 千歳CRC訪問  植樹

 先月の４月２７日(土)に開催されました
米山梅吉記念館春季例祭において、ご挨
拶された池田長泉町長から、先日の静岡
新聞に長泉町は県内３５市町で唯一「自立
持続可能性自治体」でしたと、笑顔で述べ
られました。本日の例会では新聞に掲載
されました「自立持続可能性自治体」の概
要についてお話しさせていただきます。民間組織「人口
戦略会議」は２４日開いたシンポジュウムで、将来的に
「消滅の可能性がある」と見なした７４４市町村の一覧を
公表しました。人口戦略会議がいう「消滅」とは、人口減
少が進み自治体運営が立ち行かなくなる状況を指しま
す。２０２０～５０年の３０年間で、子どもを産む中心世
代の２０～３０代女性が半数以下になるとの推計が根拠
で、全市区町村の４０%超にあたります。都道府県別で
は沖縄の０%～秋田の９６%まで割合にばらつきがあり、
人口減少の深刻さを示し行政や民間の対策を促す狙い
があるそうです。人口戦略会議の報告書では、１７２９市
区町村を大きく４つに分類し、①消滅可能性自治体数７
４４、②１００年後も若年女性が多い「自立持続可能性自
治体」６５、③人口流入が多いものの出生率が低い「ブ
ラックホール型自治体」２５、いずれにも該当しない「そ
の他自治体」８９５と分類しています。静岡県内の自治体
を見てみますと、３５市町で長泉町が唯一「自立持続可
能性自治体」に分類されました。一方で熱海、下田、伊豆、
御前崎、牧之原市と東伊豆、松崎、西伊豆、川根本町の
９市町が「消滅の可能性がある」自治体に該当し、このう
ち熱海市は自然減対策、社会減対策ともに「極めて必
要」と指摘されています。長泉町が「自立持続可能性自
治体」に分類されたことは、様々な理由が考えられます
が、池田町長は、長年の子育て施策に対する評価のほか、
利便性や周辺市町の商業施設の存在なども理由にある
と語っています。また、「日常生活圏で一体となったエリ
アにしたい」と今後の地域連携を強調しています。この
ように、長泉町は生活・交通の利便性が高く、近年は手
厚い子育て支援や独自の教育施策を講じている町とし
ての評価が定着し、「住みやすさ」に関する民間調査な
どでも県内上位にランクされ、こうした状況が人口増の
背景にあるのは間違いないと思います。

人口戦略会議では、消滅可能性に多い小規模自治
体では、若者らの雇用の場を創出する必要がある。
また、ブラックホール型には、働き方の見直しで男
性の家事・育児参加を促し、出生率低下に歯止めを
かけるよう求めています。長泉町の長年の子育て
施策が評価された結果であると思います。

【会員慶事】

（会員誕生日）
市川 明宏 君

（夫人誕生日）
渡邉 富夫 君・吉田 雅昭 君・増田 誠 君

（結婚記念日）
伊藤 雅之 君・西原 重夫 君

（入会記念日）
大藤 幸司 君



Smile スマイル報告

・大藤 幸司 君
今年も無事、入会記念日を
迎える事ができました。
・伊藤 雅之 君
結婚記念日のお祝ありがとう
ございました。今、杉山君から
指摘されましたがもう過ぎていました
・前島 大一 君
大谷も井上も勝って気分が良いです。

◆ 次年度ガバナー補佐 クラブフォーラム ◆
（次年度ガバナー補佐 渡邉 富夫 君）

本日のクラブフォーラムではガバナー補佐エレクトとして次年度に取り組む
事業計画と現時点で決定しています内容をご報告させていただきます。
2025年2月16日に沼津プラザヴェルデコンベンションホールにて開催しま
す静岡第2グループIMに関してはIM伊藤実行委員長よりご報告いただきま
す。私からは2024年10月20日に実行します第2グループ合同奉仕事業に
ついて説明させて頂きます。グループ合同奉仕活動事業の目的は「地域には1
クラブでは対応が困難な課題や、多くのクラブで行うことによってより大きな
効果を生む課題があり、地域に根ざすロータリーグループの力を結集し、地域
社会が本当に必要とされている問題を解決に導く」となっています。 勝又洋
ガバナー補佐が実施されました千本浜海岸の清掃作業奉仕活動も環境保全
の考えから大変意義のある活動でしたが、次年度の合同奉仕活動は第2グ
ループの12クラブが所在していますそれぞれの地域が共通して必要とされて
いる課題に取り組んでいきたいと考えております。 その課題とは日本では現
在３食を食べることが出来ない貧困家庭や多子世帯（子供が4人以上いる世
帯）が増えていて、７人に１人の子供が相対的貧困状態つまり自分が住んでい
る国や地域の生活水準と比較した際に、収入や資産が少なく生活が不安定な
状態にあると言われている状態の家庭が15％を超えていると言われており
ます。また、高齢者の貧困率も19.6％、一人親世帯の貧困率54.6％（そのう
ち90％は母子家庭）という厳しい現実があり、生活困窮世帯では食費や衣類
などを切り詰めるしかない状態が続いていると言われております。そのため
次年度は地区からの合同奉仕事業への活動補助金30万円に加えてグループ
会計からの拠出を合わせて、食事を充分とることが出来ない貧困世帯に食糧
支援をする奉仕活動を10月20日に第2グループ12クラブが所在している全
地域にて同時に実施しようと考えておりますので皆様のご協力をお願いいた
します。

渡邉富夫

5月8日のクラブフォーラム報告

・渡邉 富夫 君
妻の誕生祝ありがとうございます。
70を越えてやっと角(ﾂﾉ)が丸く
なってきました。
・西原 重夫 君
結婚記念日、仲良く頑張ります。
・吉田 雅昭 君
妻の誕生日のお花ありがとう
ございます。夫婦でジム通いはじめ
ます。三日坊主にならなければ
いいですが・・・
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